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不活性ガス 抽出 ・ 重 量法 に よる水素化 ジル コ ニ ウム 及び

ウラ ンー水素化ジル コ ニ ウム 中の 水素 の 定量

星 野 　昭 ， 磯 　修 一＊

（1976 年 3 月 6 日 受 理 〉

　水 素 化 ジ ル コ ニ ウ ム 及 び ウ ラ ソ
ー
水素化 ジ ル コ ＝ウ ム 中の 水 素を 定 量 す る た め ， ヘリ ウ ム キ ャ リ ヤ ー

と と も に 固 相か ら 水素 を 抽 出 し ， 重 量分析 す る 方 法 を 検討 し た ．抽 出 温 度 を BOO ° C に し た と き ， ウ ラ

ソ
ー

，k素化 ジ ，レ ・ ニ ウ ム 中 の 水 素 は ｝ま と ん ど抽 出 で きな か っ た ・ し か し・ （1000〜且25  ）
DC

に す る と 抽

出 が 定 量 的 に な 。 た た め ， ・k素 抽 出温 度 を 1200°C と 決 め た ・1200°C で 抽 出 時 間 を 衡 寸し た 結 果・20

分 で 水 素 を 抽出で き る こ と が 分か った ．ジ ル コ ニ ウ ム に 水 素 を 吸 収 さ せ ， そ の 増 量 か ら 求 め た 水 素 と，

検討 し た 抽 出 条件で 定 量 し た 水 素 et ヒ較 し た 結 果，囘 収 率 は （100・・± 1・1）％ で あ ・ た・ 2 種 類 の 水 素

化 ジ ル 。 ⇒ ム   末，塊 ） と ウ ラ ン
ー水 素 1匕ジ ・レ ・ ⇒ ム 中の ・煉 糧 結 果 は そ れ ぞ れ （1・95 ± °・°5）

wt ％ ， （2 ．12士 O．02＞wt ％ ， （1．49 士 0．02）wt ％ （い ず れ も　n ＝7） で あ ，
っ た ．

1 緒

　水 素化 ジ ル コ ニ ウ ム は 中性 子の 減速材 に 用 い られ る

外，ウ ラ ン
ー
水素化 ジ ル コ ニ ウ ム （ウ ラ ン 12wt ％ ，水 素

1．5wt ％ ） と し て 日 本原 子 力研 究 所 の 原 子 炉安全性研究

炉 （NSRR ）の 燃料 に 使 用 され て い る． こ の よ うな 燃料

で は 安 全 性 を 保 つ た め に 燃 料の 水素 と ジ ル コ ニ ウ ム の 原

子 比 を 少 な く と も L4 以 上に す る 必 要 が あ り
1）

， そ の 確

詔 の た め に 水素を定量 しな け れ ばな らない ．

　金属 や 合金中の 微 量不 純物水素 の 抽 出に は 真空加熱抽

出法
2） が 用 い ら れ て い る が，水素化 ジ ル コ ニ ウ ム や ウ ラ

ン ー水素化 ジ ル コ ニ ウ ム の よ うに 主 成分水素 を 抽出す る

場 合 は 含量が 多い た め 水素の 抽出 ， 捕集 が 困 難 に な る．

こ れ に 対 し て 不 活 性 ガ ス 抽 出法
3 ＞は ほ ぼ 1気 圧 の 不活性

ガ ス 中で 抽出を行 うた め ， 多量の 水素 が 抽出 さ れ て も 問

題 は 少 な い ・

　抽出 し た 水 素 の 定量 に は
一

般 に 定容測 圧 法 やガ ス ク ロ

マ トグ ラ フ 法を 用 い る が ， こ れ らは 微量水 素を 対象 と し

た 方 法 で あ り，主 成 分 水素の 定量 に は適さ な い ．一
方 ，

水素を 水 に 酸化 して ひ ょ う量す る 重量法は感度が低 い た

め 微量水素の 定 量 に は 使 用 で き な い が ， 主成分水素 に は

適 し た 方 法 で あ り，又 不 活性ガス 抽出法 との 組 み合わ せ

も容易 で あ る．以上 の よ うな 観 点 か ら水素化 ジ ル コ ニ ウ

ム 及 び ウ ラ ン ー水素化 ジ ル コ ニ ウ ム 中の 水素 を定量す る

た め ， 不 活 性 ガ ス 抽出
・
重 量法 の 適用 を 試 み ， よ い 結果

＊
日本 原 子 力 研 究 所 東海 研 究 所 ： 茨 城 県 那 珂郡東海 村

を得た・

2。1 装　置

2　実 験

　使 用 し た 装 置 の 概 略 を Fig．1 に 示 す．装 置 に は ヘ リ

ウ ム を 精 製 す る た め ，
モ レ キ ；ラ シ ープ 管 及 び チ タ ン ス

ポ ソ ジ 管が あ る．炉 管内に は 石 英 で 包 ん だ 黒鉛 る っ ぼ が

あ り ， 高周 波 加 熱 に よ って
，

こ tLを 所 定 の 温 度 に 加 熱 す

■
。

誼
」

．1

Fig，　 l　Apparatus 　fbr　determination　of 　hydrQgell

　　　　in　zirconium 　hydridc　 and 　 llraJlium −zirco −

　　　　nium 　hydride

　 　 　 　 l ： HcEium 　 tank ；　 2 ： L ；〔luid　 iiltr 【，gen ；　 3 ：Molecu］ar

　　　　 sieve 　5A ；　 斗 ：T1匚anium 　liponge （751）
DG

＞1　 5 ： Hydro ．

　　　　9・ninj ・ ・しi・ ・ p 。i叫 　6 ・ S ・ mpt ・1 ハ RF 酬
；

8 ：

　 　 　 　 Gr 叩 hiLe−encloscd 　qua匸【z　crucib ：e；　 9 ；Furr岨 Gじ ［ubc ；

　 　 　 　 lO ： Sample　chargii ］g　device ；　 II ： Priヨm ｝　 ：2 ： GopPer

　 　 　 　 oxide 　（斗000C ）；　　 13 ： By 　pasg；　　　14 ： 、Vcighllコ巳 tubcs

　 　 　 　 （anhydrone ）l　 b ： へ nhydrone ；　 16 ；F 且ow 　 m しte厘・
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報　文 星野 ， 磯 ： 水 素化 ジ ル コ；ウ ム 及 び ウ ラ ン
ー
水素化 ジ ル コ ニウ ム 中 の 水 素 の 定量 579

る こ と が で き る ．炉 管 上 部 に は 光 高温 計 で る っ ぼ 温 度 を

測 定 す る た め の ブ ゾ ズ ム が あ る ．抽出 し た 水 素 を 酸化 し ，

っ い で ひ ょ う量 す る た め に 400°C に 加 熱 し た 酸 化 銅 管

及 び 2 本 の 量 り管 が 接 続 し て あ る．量 り管 （U 字 形 カ ル

シ ウ ム 管 で 側 管，コ
ッ ク付 き．外 径 12mm φX130rnm ）1

本 の 重 さ は ア ン ヒ ドロ ン が 入 っ た 状態で 約 50g で あ る ，

酸 化 銅 管 は 生 成 し た 水 が 配 管 内 壁 に 吸 着 す る の を で き る

だ け 避 け る た め 量 り管 の 直 前に 接続 し て あ る．炉 管 と チ

タ ン ス ポ ン ジ 管の 問 に は 水 素 ガ ス 注 入 孔 が あ り，
シ リ ン

ジ で 注 入 し た
一定 量 の 水 素 を 定量す る こ と に よ り ， 装 置

の 漏 え い な ど を 調 べ る こ と が で き る．

　 2 。2　試 　薬

　 酸 化 銅 （1）一酸 化 銅 （II） ： 和 光 純 薬 製 元 素 分 析 用 （線

状 ）．抽 出 し た 水 素 を 酸化 し て 水 に す る た め 400°C に 加

熱 し て 使 用 し た ．

　 ア ン ヒ ド P ソ ： 関 束化 学 製 元 素分 析用 ．生 成 し た 水 を

吸 収 す る た め ，量 り管 2 本 に そ れ ぞ れ 約 139 ず つ 充 て

ん し た ．

　 モ レ キ ；・ラ シ
ー

プ 5A ： 西 尾 工 業 社 製 ガ ス ク P マ ト グ

ラ フ 用充 て ん 剤．ヘリ ウ ム ガ ス の 精製に 使用 し た ．

　 チ タ ソ ス ポ ソ ジ ： 和 光 純 薬 製（粒 状）．ヘリ ウ ム ガ ス を

精 製 す る た め 750DC に 加 熱 し て 使 用 し た ．

　ヘリ ウ ム ガ ス ： 凵 本 酸 素 製 純 度 99．99％ 以 上 ，キ ャ リ

ヤ ーガ ス と し て 使用 し た ．

　2 ・3　試 　料

　水素化 ジ ル コ ニ ウ ム ：

．
三 津和化学薬晶．200 メ ッ シ ．、

粉末 を 5mm φ× lmm
， 約 100mg の 圧 粉体 （350　kg／cm2

で 30s） に 成形 し ， 分析試料 と した．

　 ウ ラ ン
ー
水素化 ジ ル コ ＝ ウ ム ：GeneraL 　AtQmic 社 製 ．

NSRR 　川 の 燃料 （ウ ラ ン 12wt ％） を　（150〜300）mg

の 塊 に 切 り出 して 分析試料と した，

　 2 。4 　定量操作

　 ヘ リウ ム を バ イ パ ス 経由で 流 し，流量を 200ml ／min

に 調 整す る．Fig ・1 の モ レ キ ュ ラ シ ープ 5A 管 （3） を

液体窒素 で 冷却 し， チ タ ン ス ボ ン ジ 管 （4）と酸化銅管

（12） を そ れ ぞれ 750
，
400°C に 加熱す る．高 周 波 加 熱

装 置 を 作動 さ せ ， る っ ぼ 温度 を 1200 °C に 設定 す る．る

つ ぼ 温度 は 炉管上 部 に あ る プ リズ ム を通 し て 測定す る．

約 2 時間放置 して 装置内の 水分を 除去 す る，あ ら か じめ

重 さ を測 定 して あ る 旦 り管 2 本 を 直列 に シ リ コ ン ゴ ム 管

で 装 置 に 接続 し，量 り管 の 両端 の コ ッ ク を開 く．コ ッ ク

を 切 り替え，キ ャ リヤ
ーガ ス が量 り管 （14） に 流 れ る よ

う に す る．20 分 後，量 り管 両 端 の コ ッ ク を閉 じ， 量 り

管 を 装置 か ら取 り外す．再 び 重さを測定 して，そ れ ぞ れ

の 重量変化 が 0 ．lmg 以 下 で あ る こ と を 確認 す る．重量

変化 が 0 ．1 皿 g 以 上 の 場合に は こ の 操作 を繰 り返す．試

料約 （100〜300）mg を量 り と り，試料投 入 器 に 入 れ ，

5 分間放置 し て 混入 し た 空気 を バ イ パ ス を経由 し て 流 し

出す・試料を る つ ぼ に 投入 し ，
20 分間固相 か ら水素を

抽出す る．量 り管 の 増量を測定 して 水素 を定量す る．な

お，定 量後 2 本 目の 量 り管 に 重 量変化 が 認 め られ た と き

は 1 本目の 量 り管 を交換す る．

3 実験結果及 び考察

　 3・1　空試験

　定量操作 に 従 っ た と きの 空 試 験値 は 水 と して 0．1mg

以 下 で あ っ た ・水素含量が 1・5wt ％ の 試料 150mg を

用 い る と，水の 生 成 量す な わ ち 量 り管 の 増量 は 20皿 9 に

な る．こ れ と比 較 す る と空 試験値 は 小 さ く ， 無視で き る

の で 空試験 を 省略す る こ とが で きた．

　 3・2 抽 出温度

　 水素化1ジ ル コ ニ ウ ム と ウ ラ ン
ー
水 素 化 ジ ル コ ニ ウ ム

（2・3）巾の 水素 を （800 〜 1250）
°C で 抽出 ， 定 量 した 結

果 を も とに して つ く っ た 抽出曲線 を Fig・2 に 示す．試

料の 加 熱に 石 英 で 包 ん だ 黒 鉛 る つ ぼ を用 い た の で 石英の

軟化温 度 を考慮す る と抽 出 温 度 を 1300 ℃ 以 上 に し た 検

討 は で き な か ッ た．抽 出温 度 8009C の 場合 ， 水素化 ジ

ル コ ニ ウ ム 中の 水素 は 抽出温度 を 且250°C に した と きの

90％ 程度抽出で きた が ， ウ ラ ン ー水素化 ジ ル コ ニ ウ ム の

場 合 は ほ と ん ど抽 出 で き な か っ た．抽 出 温 度 を （且000〜

1250 ）℃ に す る と，両者 と も抽出温度 に 関係な く水素の

定 量値 は
．一
定 に な っ た・

　従 ・．・て ，こ の 温 度 範 囲 で あ れ ば 水 素 を 定 量 的 に 抽出で

き る と考え ， 定量操作 の 抽出温度 は 余裕 を 見込 ん で ，

12CO°C に す る こ と に した・
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　3・3　抽出時間

　 ヘ リ ゥ ム 流量 200ml 〆min ， 抽 出温度 1200°G で 抽出

時聞 を検討した ．結果 を Fig・3 に 示 す．抽出時問 を Io，

20，30，40 分 に し た と き，そ れ ぞ れ の 定 量 値 に 差 が な

い こ とか ら， 柚出時間 を 10 分以上 に す れ ば よい こ とが

分 か り，定量操作 の 抽 出時間を 20 分 と した．一
方，不

活性 ガ ス 抽出
一ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ 法 で ジ ル コ ニ ウ ム 中

の 30ppm 程度 の 水素を 定量す る に は llOO°C で ，抽

出時間 を （40〜50）分 に す る必 要 が あ る とい う報告が あ

る の ．　 こ の よ うに 抽出時 間に 差 が で きた 理 由は ，水 素 を

重量法 で 定量 した た め ，
0 ．1mg 以下 の 水素 が 抽出され

て も 重量変化 と して 測定 で きな い た め と考 え た．水素化

ジ ル コ ニ ウ ム 及 び ウ ラ ン ー
水素化 ジ ル コ ニ ウ ム 中の 水 素

含量 が 多い こ と を考慮す れ ば ，例 え 0 ．lmg 程度 の 水 素

が 試料中に 残 っ て い て も，ほ とん ど定量値 に 影響 しない

の で 抽出時間 は 20 分 で よ い と考え た．
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Fig．4　Apparatus 　 fbr　 absorption 　 of 　 hydrogen 　by

　 　 　 　 ZlrcOnlum

　 　 　 　 1 ： II》
・dr ｛｝gヒn　 tank ；　　 2 ≡ Llqu 且d 　nltrugell ；　　 3 ； 八｛01e ．

　 　 　 　 cular 　 sicve 　 sA ；　 4 ： Ro 巳ar ｝
・pumpi 　 5 ： Mcr 匸田y　 diffu−

　 　 　 　 sioll 　pump ；　 6 ；Iolliz飢 ion　 gaugei　 7 ； Reac しiQH　 tube ；

　 　 　 　 9 ：Pyromctcr；　 9 ：Chamber ；　 10 ；Zi1・conium 　 rod ，
　 　 　 　 且1：Heateri　 l21Mcrcury

Table 　1Recovery 　 of 　hydrogen 　from 　 absorbed

hydrogen 　by　 zirconium

W 巳igh［ gaina
）
　 Wa しer 　 found 　 Hydrugen 　 RecDvery

　 （mg ）　 　 　 　 （m 目）　 　 　 （mg ）　 　 　 （％ ）

L ＿

　 　 　 　 　 　 　 10　　 　　 20　　 　　 30　 　　 　 40

　 　 　 　 　 　 　 　 Extraction 　 time ，　 min

Fig．3　Effect　 of 　time 　on 　the 　extracdon 　of 　hydrogen

　 　 　 　
− O − Zirconium 　hydride （powder）；　　

一一
〇
一一Ura −

　 　 　 　 Hium −zircomum 　 hydrlde
；　　 Extraction 　 tcmperature ：

　 　 　 　 1200
°C

22 ，032
．83

斗．525
．斗

30，5

202 ．1294
．ヨ

510．4227
，7271
．5

　 3・4　回収率

　抽出曲線 （Fig・2，
3） か ら定量操作 の 抽出条件 を 1200

°C ，20 分 と き め る こ と が で きた が， こ の 条件で 水 素 が

定量的 に 抽出 で き る こ とを 確認す る た め ， 次の よ うな

回 収 実験 を 行 っ た． ジ ル コ ニ ウ ム （S φ × 6mm ，水 素

く O．Ol　wt ％） の 表 面を 金属 や す りで み が き， ア セ トン

洗浄後 ひ ょ う量 し ，
Fig．4 に 示 す装置 に 入 れ た．系 内を

回 転 ボ ン プ，水 銀拡散 ホ ン プ で 10− fi　Torr 程 度 に 排 気

した後 ， 液体窒素 で 冷却 し た モ レ キ ュラ シ ープ を 通 して

精製 した 水素を 200Torr 導 入 し ，
400°C

，
15 時間加 熱

し た，放冷後，再 び ひ ょ う量 し ， 重 量増 加 を 水 素 の 吸 収

量 と した．な お，吸 収 した水素 は ジ ル コ ニ ウ ム ー
水素系

の 状態図
5） か ら見て 水 素 化 ジ ル コ ニ ウ ム に な っ て い る．

こ の ジ ル コ ニ ウ ム 中の 水素を 2 ・4 の 定量操作 に 従 っ て 定

量 し，水素吸 収 量 と比較 し た ．結果 を Tab 且e　1 に 示 す ．

22．5　　　　　　　　且02 ．3
32．7　　　　　　　　　99．T
3斗．f］　　　　　 100．0
25．3　　　　　　　　　99．6
30，5　　 　　 　 且00，D
　 Av ．　 too．3 ± 1．1％ b ，

a ）Amount 　of 　hydrogcn　absorbed 　by　zirconium ，　corresponding 　 Lo

ZrHl ．z− ZrH1 ．o ；　 b） S しan 〔tard 　deviatiり【1

（100．3 ± 1．1）％ の 回 収 率が 得ら れ ，前 記の 抽出条件 で

水 素が ほ ぼ 完全 に 抽 出で き て い る こ と が 分 か っ た．な

お ，ウ ラ ン ー水 素化 ジ ル コ ニ ウ ム に っ い て ，水 素 の 回 収

実験を行わ なか っ た が ，
ジ ル コ ＝ ウ Ae ） と比較 し て ウ ラ

ン
T）中の 水 素 の 拡散係数 は 大 きい た め ウ ラ ン が共存 し て

い て も水素の 抽出を 妨害 し な い と 考 え た ．

4　分 析 結 果

　 2 種類の 水素化 ジ ル コ ニ ウ ム と， ウ ラ ン ー水 素 化 ジ ル

コ ニ ウ ム 中の 水素 を 定 量した 結果 を Table　 2 に 示 す ．

い ず れ の 試料 も相対標準偏差 3％ 以下 で 水素を 定量する

こ と が で きた ， NSRR 燃 料 の 安全 性 を 検 討 す る う え で

は 水素が相対標準偏差3 ％ 程度で 定量で きれ ば よ い とい

わ れ て お り，得 られ た 分析結果 は こ の 種 の 検討 に 本法 が

有用で あ る こ と を示 し て い る ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society for Analytical Chemistry

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　for 　Analytioal 　Chemistry

報 　 文 星 野 ，磯 二 水 素化 ジ ル コ ニウ ム 及 び ウ ラ ン
ー水 素 化 ジ ル コ ニ ウ ム 中 の 水 素 の 定 量 581

Table 　2　Results　of 　 analysis

Sanlpte
Sar叩 1に weight 　 Wat εr　 found 　 HydrogEn
　 　（mg ）　 　 　 （mg ）　 　 （wt ％）

Zirconium 　hl’dridee ，

　 （powde ［）

Zirconit 皿 l　hydrideb）

　 （bbck ）

Uranium ．zi］
．
CDniUln

　hydridee］

　（block，　U ：12w し％）

86．793
．5

酬〕．〔｝
99．893
．29

］．51
■6．7

！94．0145
．5

‘43，180
．9IB9
．2138
．Dl

斗6．0

177．5340
．5364
．222

斗．6S72
、3

斗？2．oI81
．5

15、016
、915
．218
．216
，216
．120
．3Av
．

置．922
．Oll
．882
．【）31
．93

置．961
，93

且．95土 0．05d匚M．L％
R ．S．D ．e）　2．6％

　 37．2
　 28．0
　 26．9
　 厘5，3
　 26．6
　 26．3
　 27．9Av
．

2．132
．142
．092
．102
，122
．122
．12

2，12土 0．02 “
’t％

　 24．且
　 46．1
　 48．4
　 30．斗
　 49．5
　 56．4
　 24．2Av
．

R ．S．D ．　 1．0％

　 　 　 L51

　 　 　 1．50
　 　 　 ■．48
　 　 　 1．50
　 　 　 1．48
　 　 　 1．49
　 　 　 1．48

L49 士 0．02 　wt ％

R ．S．D ．　 1．3％

a ）Commcrcial 　grade ；　 b） Used　 as 　nc 山 ron 　moderator 　or 　l　SRR ；

c ）Used 　as 　fuel　of 　NSRR ；　 d）Stand訂 d　dcviation；　　 巳） Rcla ．
ユive　standard 　deviation

5　結
．＝

口

　 （1） 水素化 ジ ル コ ニ ウ ム 及 び ウ ラ ン ー水素化 ジ ル コ

ニ ウ ム 中 の 水 素 の 抽出曲 線 か ら抽 出 条件 を 決 め た ・

　（2 ）　上記条件 で 水素 が 定量的 に 抽出で き る こ と を 水

素の 回収実験に よ っ て 確認 した．

　 （3 ）　 こ の 方 法 は NSRR 燃 料 の 安 全 性 を 確 認 す るの

に 有 用 と考 え る．

　終 わ りに ，本稿 を ま と め る に 当た り，御 助 言 を い た だ

い た 日本 原 子 力研究所安全 工 学部塩沢 周策氏 に 感謝 し ま

す ．

　 （1975年 10 月 ，本 会 第 24 年 会 に お い て
一部 発 表 ）
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　 De ¢ emhation 　of 　hヲdrogen 　i血　Zirconium 　hydride
a 皿 d　uranium ■zirco     　　hydr 五de　by 　inert　gas
extraction ．gmvimetric 　method ．　 Akira 正｛osHINo 　and

Shuichi　Iso（Japan　Atomic 　Energy　Rcsearch　Institute，
Toka 量一mura

，
　Naka −gun ，

　 Ibaraki）
　 An 　inert　gas　extraction −gravimetric　 method 　has　been
applied 　to　the　determination　of 　hydrogen　in　zirconium

hydride　 and 　 uraniurn −zirconium 　 hydride　 which 　 arc

邯 ed 　 as 　 neu しron 　 moderator 　 and 血 el 　 of 　nuclear 　safety

research 　 reactor （NSRR ），　 respectively ．

　 The 　 sample 　 in　 a 　graphite−enclosed 　quartz　crucible

is　heated　inductively［01200 ℃ fbr　 20　min 　in　a　helium
stream ．　 Hydrogen 　liberated　fro皿 the 　sample 　is　oxidized
to　water 　by　copper （1）oxide −copper （II）oxide 　 at 　400℃ ，

and 　the　water 　is　determined　gravimetr正cally 　by　absorp −
tion　in　anhydrone ．　 The 　extractien 　curves 　of 　hydrogen
fbr　zirconium 　hydride　and 　uranium −

zirconium 　hydride
samples 　 are 　 shown 　in　Figs．2and 　3，　 Hydrogen 　in　 the

samples 　is　extracted 　quantitatlvely　by　hcating　at （1000〜
1250＞

DC

　Ibτ （10〜 40）min ．

　 Rccoveries　 of 　 hydrogen 　 in　 the 　 case 　 of 　 zirconium

hydridc　 were 　 exa 皿 lned　 as　 fbllows：　 aweighed 　 zirco −
niunl 　 rod （5 φx6mm ，　 hydrogen 　く 0・OI　wt ％ ）　 、vas

placcd　in　a　 chamber 　shown 　in　Fig．4．　 The 　chamb ⊂r

was 　 evacuated 　 to　 10−5　Torr．　 Aftcr　 the　 chamber 　 was

filled　wi 　th 　purified　hydrogcn 　to　200　Torr
，　 the　rod

was 　heated　 to　400℃ fbr　 I5　h
，
　 and 　 again 　 weighed 　 to

determine　 the　 increase　in　 weight ．　 Hydrogen 　in　 thc

rod 　was 　then 　determined　by　the 　proposed　method ．　 The
results 　 are 　in　 excellent 　 agreement 　 with 　 the 　increase　in
weight 　 as　shown 　in　Tablc 且．

　Analytjcal　 results 　 of 　hydrogen 　 in　 zirconium 　hydride
samples 　 and 　 an 　uranium −Zirconium　 hydridc　 sample

are 　 shown 　ln　Table 　2，

　　　　　　　　　　　　　（Received 　 Mar ．6，1976）
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Hydrogen　determination

Inert　gas　extrac 亡工on

Uranium −zirconium 　hydride

Zirしonium 　hydride
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